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報告者紹介

・ 安木新一郎 (やすき・しんいちろう)
。昭和52年 (1977年 )兵庫県生まれ

・ 大阪市立大学大学院経済学研究科修了

(修士 (経済学))

・ 専門分野…日複雑系経済学、貨幣史、ロシア
極東研究

はじめに

・ なぜ貨幣なのか?

蝦夷地史 (北海道・樺太口千島ロカムチャツカ南部
史=アイヌモシリ/松前藩領)の可能性
B W日 本人とアイヌ人を含む北方諸民族を主体とし
て、中華帝国とロシア帝国Hソ連が関わつてくる。

*北方民族

アイヌ、ウイルタ、ニブヒ、サハ (ヤクート)など
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カムチャツカの寛永通宝銅銭

。「寛永通宝」銅銭

日本 B幕府の公認銭貨+清朝でも流通。

←カムチャッカのアイヌ人はどうやって銭を手に
入れたのか?(流入経路)

[三宅〕

アイヌ人にとつての銭

・ 装飾品としての銭の利用

←基本は「物々交換」。[関根201何

日中しかしながら、松前藩は銭使用を禁止。幕
府は銭の流通を促進。

→アイヌ人側が銭を拒否していたとは考えられ
ない。
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江戸時代の貨幣制度

・ 金貨・銀・銭+紙幣 (私札日藩札)

日“原則、幕府発行の金貨B銀とこれに裏付け
された紙幣に加え銭が流通。

→東は金貨と銭、西は銀と紙幣
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貨幣が語る蝦夷地史

・ 日本人とアイヌ人の関係 (幕府の蝦夷地政
策)◆今日はここ !

・ 清朝やサンタン人 (ニブヒ人)との関係 (日清
関係 )

・ 侵略者ロシアとの関係 (華夷秩序の破壊者と
してのロシア)

・ 箱館開港後の英国・上海との関係 (国際金融
都市としての箱館 )



徳川吉宗 (1716‐51)の経済政策

・デフレ(貨幣不足)の脱却策

①藩札の通用の公認

②金銀の改鋳(品位を下げる)

③青銅銭から鉄銭へ(1739年 )

=「寛永通宝」鉄銭
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長谷川平蔵の銭高誘導策の失敗

・ 老中'松平定信 (1787‐ 93)の緊縮財政政策+
浅間山の噴火+寒冷化

→物価の下落→貨幣供給量を下げたい

→銭を減らしたい(@江戸市中)

毛皮の重要性

①毛皮“・クロテン、オコジョ、ビーバー、ラッコ、キ
ツネ、リスなど

②欧州P中学圏では権威と富の象徴

③ロシア→シベリア→アラスカ→カリフォルニア→
樺太・千島

英国→カナゲ(ハドソン湾 (1670))

…中国向け輸出
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前期幕領期 (1807-21)

・ ロシアの侵略+松前藩への不信
口…ロシア使節の隠蔽、アイヌ人への苛政

→蝦夷地の幕領化

*羅刹と呼ばれたロシア・コサック
B H「例)ステラーカイギュー、ラッコの毛皮乱獲
カムチャダールの反乱

択捉島襲撃

サンタン交易

満洲～アムール河～樺太～蝦夷地～松前

の中継交易

清朝から下賜あるいは購入した錦を売つて、日
本の物産 (おもに毛皮)を買う。

→清朝は毛皮が欲しい

〔佐々木1995〕

アイヌ人と毛皮

・ エゾシカの重要性@日高日月旦振
L口 B食糧、毛皮 (衣服 H交易品)

→17世紀から大量捕獲の本格化

ぐ清朝の成立 (アイシンギョロロヌルハチは毛皮

交易の管理者)日 毛皮需要の増大 Hサンタン交
易の隆盛

→松前藩の完成

[関根20161
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アイヌ人困窮化の理由

①松前藩による渡航制限

②寒冷化(内地では海面低下により耕地面積
が増えるが、蝦夷地は生業の多様性が削られ
る)

③支笏湖南側の樽前山の噴火(1667)

→エゾシカ急減→集回間の抗争激化

→シャクシャインの戦い(1669)

鹿皮の価格

。 大 :400-600文

・ 中 :300～ 500文

・ ′卜:100-400文

〔稲葉解読19921

ぐ文建ての価格表示

(参考 :ゆで卵1個 20文 、米1升60文。1文 =20円
@江戸 )
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松前藩の政策

。アイヌ人との交易は物々交換

ぐアイヌ人側が銭を使つていない。
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「物々交換」B・・アイヌ人に不利な交易条件日

労賃 (現物)を押し付ける
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幕府の銭散布

・ 寛永通宝鉄銭の蝦夷地への移出
a ra江戸の銭を減らしたい

ぐ江戸での銭安効果はなかつたが、「アイヌ人

援助や経済開発 (開発資金増)に効果があつ
た」と言いたい幕府側の思惑。

→松浦武四郎の批判[弥永〕

後期幕領 (1855-)と鉄銭

・ 1854日 米和親条約
・ 1855箱館開港。奉行設置
。1857鉄銭鋳造許可
…日「箱館通宝」

鉄銭。円形円孔。裏側に「安」(安政)。 量目
0.8-1匁 (3‐ 3,73g)。 南部の職人と鉄を使用。

銭6′800文 =金 1両。

箱館通宝の特殊性

・ 幕府が自ら作つた地域限定貨幣は3つしかな
い

①但馬・生野銀山B“・銀貨

②佐渡金山…日金貨

③箱館通宝鉄銭…・発行枚数1億枚(10万 650
貫文。製造@谷地頭は安政4年 2月から(通用
開始は聞5月から)5年 11月まで)
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なぜ作つたのか?

①箱館の需要・・日鉄銭不足

②アイヌ人対策

箱館・松前日蝦夷地の3大区分
●中蝦夷地に3万貫をまわし、アイヌ人役人の給
料H手当、奉行巡回時の賑lttH賞与として散布。

鉄銭のその後

・ 急速に普及後、急速に忌避

←銅銭の流入

文久永宝四文銭 (青銅銭 )

天保通宝百文銭

+
おそらく寛永通宝銅銭
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ご清聴ありがとうございました。

令和2年 10月 24日

やすき。しんいちろう
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逆グレシャムの法則

・ 銭は清では高く、日本では安い。

・,・箱館で寛永通宝銅銭を買つて、上海に持つ
て行つて銀と交換し、また箱館にもってくる、と
いうのを繰り返す。

→裁定取引によって箱館に銅銭と外国商人が

引き寄せられ、「良貨が悪貨を駆逐した」。

その後の蝦夷地

・ 武蔵小菅の鉄銭の流入

く―鉄銭需要はあつたが、箱館での生産は停
止。

→江戸での鉄銭の飽和。

=江戸市中の銭の需給調整のための蝦夷地。
日“植民地的発想。というよりか江戸の武士の
こと以外考えていない。

→アイヌ人救済は表向き。
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